
- 1 -

甲賀地域における「ここあいパスポート」の取り組み

甲賀市教育委員会学校教育課特別支援教育室 西谷淳

ここあいパスポート

「ここあいパスポート」とは，特別に支援の必要な子どもとその家族が，支援のための

記録や資料を整理して所持することができる相談支援ファイルです 「ここあいパスポー．

ト」により，保護者は窓口ごとに子どもの説明を繰り返さなくても提示することでつなが

りがスムーズになり，支援者もこれまでの支援の状況をつかみやすくなります．つまり，

情報の整理と共有による早期支援と継続支援を目的としています．

取り組みの経緯

発達に支援の必要な子どもに対する取り組みは乳幼児期から始まります．支援のスター

トのきっかけは乳幼児健診や園や学校での相談からという場合も多くあります．そしてニ

， ， ， ， ， ，ーズに応じたサービスとして 就学前は 親子教室 発達相談 療育教室 ことばの教室

園における特別支援，保育園・幼稚園での加配対応，就学相談等があります．また，就学

後は，学校における特別支援教育，教育相談，巡回相談，ことばの教室等があります．さ

， 「 」らに 障害者自立支援法での日中一時支援事業に基づいた保護者支援のための レガート

等の利用も甲賀市と湖南市において定着

してきているところです．しかし，近年

はサービス利用のニーズが，提供できる

枠や定員を超えている状況が続いており，

支援者の増員など拡充の要望が相次いで

います．

ところで，数年前から発達障害の理解

と特別支援教育の開始に伴い，子どもの

状態や各機関による支援の記録を一つに

まとめた発達支援手帳のようなものが必

要ではないかという意見が各地で出てく

るようになりました．なぜなら，乳幼児

期から学齢期そして就労・生活にいたる

まで，連続した切れ目のない支援が求め

られている中で，機関ごとに情報があり

サービスがなされているにも関わらず繋

がっていないという問題や，個人情報保

護により，必要な共有化が進んでいない

という問題が明らかになってきたからで

す．その解決のために母子手帳の継続版

のようなイメージで整理するものがあればということと，保護者に情報を所持してもらう

ことで機関間で共有できるようにしようということが検討されるようになりました．また

実際に取り組み始めた機関や地域もあります．
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甲賀地域においても，平成 年度に発達支援手帳作成の方針を定め，平成 年度に甲18 19
賀地域障害児者サービス調整会議特別支援教育部会で作成のための取り組みを始めまし

た．平成 年度には，滋賀県教委が甲賀圏域を文部科学省の発達障害等支援・特別支援20
教育総合推進事業のグランドモデル地域として指定しました．このことにより 「ここあ，

いパスポート」を相談支援ファイルとして推進することになりました．

また 「ここあいパスポート」は甲賀市の障害者計画および湖南市の障害福祉計画にお，

いても推進することが位置づけられています．さらに 「ここあいパスポート」策定の事，

務局は県の機関である甲賀保健所が担当しました．いわば，甲賀市・湖南市・甲賀市教委

・湖南市教委・滋賀県のスクラムによる共同推進体制となっています．実際の策定のため

のワーキングは特別支援教育部会に「ここあいパスポート」作成委員会を組織して取り組

みました．そして平成 年 月に完成を予定し，平成 年度より運用開始を予定してい21 3 21
ます．

ここあいパスポートの特徴

「ここあいパスポート」の特徴を次に示します．

①保護者が所持する．

②保健，福祉，教育，医療，労働等の支援の関係機関に周知している．

， ．③乳幼児期から就労支援までの各ステージごとにシートがあり 必要なシートを使用する

④シートはホームページからダウンロードする．(当面は説明の窓口を設置する予定)

⑤園や学校から個別の指導計画のコピーを受け取った場合は，一緒に綴じる．
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⑥ サイズのファイル形式でありファイルは保護者が用意する．A4
⑦「ここあいパスポート」は個別の支援計画と個別の教育支援計画を兼ねる．

ここあいパスポートの活用

「ここあいパスポート」には，支援の見通しを示すことで，保護者の不安を軽減し，関

係者とともに子どもの発達や成長をあたたかく応援していくチームアプローチに早期につ

なげていくという役割も期待できます．それは，親がしんどい状況を抱え込んだり，子ど

もに過度な要求をしたりして，子どもがつらい思いをしたり，ひきこもったりすることを

少しでも防ぐことにもつながります．さらには，自分を肯定的に受け止めながら，安心し

て社会参加できる甲賀地域をつくっていくことにもつながります

また 「ここあいパスポート」の有効な活用のためには，各機関での周知とあわせて，，

保護者には長期間の所持が求められます．ただし，誰が所持しているかの把握をどうする

か，紛失した場合はどうするかなどの課題もあり，今後，安全な方法によるバックアップ

機能についても検討が必要になるかもしれません．

最後に 「ここあいパスポート」が本人と保護者そして支援者の将来の見通しにつなが，

り，少しでも安心して成長や生活に寄り添っていけるツールとして役だってほしいと願っ

ています．


